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� 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　五穀豊穣（ほうじょう）と無病息災を祈願して、8 月 24 日（金）に湯村の火祭り
が行われました。この祭りは、高慢な天狗の次郎坊・太郎坊をたいまつの火で焼き捨
てることで、悪い心をなくし、明るい社会をつくることを願う伝統行事です。
　大勢の子どもや観光客が、荒湯付近の春来川を取り囲み「ジーロンボ、ターロンボ、
ムーギのナーカのクーロンボ」のはやし言葉に合わせて、たいまつの火を振り回しま
した。美しい炎が、夜の闇のなかに燃え上がりました。
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9 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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―

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ―

　

夢
が
広
が
る
「
夢
ネ
ッ
ト
」

　

新
温
泉
町
で
は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
・
地
域
活
性
化
な
ど
多
く
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
課
題
の
中
で

も
浜
坂
地
域
の
防
災
行
政
無
線
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
町
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
そ
の
対
応
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
後
の
一
体
感
醸
成
の
た
め

に
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
同
じ
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
こ
の
情
報
通
信
基
盤
は
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
化
社

会
に
対
応
す
る
た
め
に
高
速
大
容
量
の
通
信
が
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
新
温
泉
町
総
合
計
画
で
は
、
汎
用
性
に
す
ぐ
れ
た
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
浜
坂
地
域
へ
延
伸
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
情
報
化

計
画
で
は
、
総
合
計
画
の
目
指
す
町
づ
く
り
を
情
報
化
に
よ
り
支
援
し
、
実
現
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

情
報
化
で
町
づ
く
り

　

地
域
情
報
化
計
画
は
、
計
画
的
か
つ

積
極
的
に
情
報
化
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、活
力
あ
る
地
域
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
の
目
標
は
、
新
温
泉

情報化の目標 情報化の具体的な取組み

①人と人との豊かな関係づくり《自立と協働》
　電子自治体の実現に努めるとともに住民の誰もが共有でき
る情報提供を推進し、住民が積極的に町づくりへ参加するこ
とにより住民と行政との連携を図ります。

・公共施設間のネットワークによる
　行政事務の電子化
・自主放送による情報発信
・地域内ケーブル電話の整備
・告知放送（行政放送・集落放送）

②安心な暮らしづくり《安心》
　生き生きとした健康な生活を送るための医療や福祉のサー
ビスの向上に努めるとともに安心・安全な住民生活を支援す
るための情報提供を推進し、防犯・災害に強い町をつくります。

･告知放送（緊急放送・防災放送）
・防犯システム（監視カメラ）の整備
・緊急通報システムの拡充
・遠隔医療システムの整備
・安否確認サービス
・消費情報の提供

③こころ豊かな人づくり《誇り・生きがい》
　学校教育をはじめ、生涯を通じた学習活動の支援に努め、
誰もが学習機会に恵まれ生きがいを感じられる社会の実現を
図ります。

・学校間のイントラネットの整備
・図書検索システムの整備
・公共施設予約システムの整備
・告知放送（行政放送・集落放送）

④豊かな地域産業づくり《活力》
　農林水産業、商工業をはじめとする様々な地域産業の活性
化のための支援に努め、にぎわいと活力のある産業育成を図
るとともに新規産業の創出を促進します

・農林水産業情報の提供
・観光情報の提供
・中小企業のＩＴ化支援
・商店街情報化

⑤住みたくなる環境づくり《快適・生活環境》
　自然豊かな環境を守るための情報提供に努めるとともに情
報基盤の整備に努め、緑豊かな自然に囲まれた高度情報通信
社会の実現を図ります。

・インターネット接続サービス
・公共施設間のイントラネットの整備
・環境情報、リサイクル情報の提供
・ラジオの再送信サービス

町
総
合
計
画
の
５
つ
の
柱
に
沿
っ
て
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
計
画
を
補
完

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
目
標
を

実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
町
づ
く
り
に
お
い
て
、
情
報

化
計
画
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に
情
報

化
を
進
め
て
い
き
、
そ
し
て
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
具
体
的

な
取
組
み
を
し
て
い
く
の
か
を
ま
と
め

ま
し
た
。
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産業の活性化

　産業の情報化を支える
高速通信基盤がありませ
ん。情報化により農業・
漁業情報を手軽に入手で
きます。イベントや特産
品などの情報を映像で発
信することもできます。
また、企業の進出、立地
が可能となります。さら
に自宅で IT 関連の起業が
しやすくなり、雇用の創
出につながります。

　情報伝達手段が
　　　　統一されていない

　浜坂地域では防災行政無線、
温泉地域ではケーブルテレビの
告知放送受信機で放送していま
す。また、ケーブルテレビの自
主放送を浜坂地域で見ることが
できません。

少子高齢化社会が到来

　過疎化とともに少子化や高齢化
が進んできます。子どもや高齢者
が安心して暮らせるまちづくりが
求められています。無料電話やカ
メラ映像・電子タグなどを利用し
て、高齢者や子どもたちの安否確
認が可能となります。

防災行政無線の老朽化

　浜坂地域の防災行政無線は、平成
元年から利用しており 19 年経過し
ています。老朽化が著しく進んでい
ます。また、戸別受信機が無いため
緊急放送を町内・集落ごとの有線放
送を利用し、屋内で聞いています。
（有線放送が無く、屋内で聞けない
世帯が約 850 戸あります）

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

共聴設備の老朽化
　
　共聴施設の老朽化が進むとともに
２０１１年７月の地上アナログ放送
終了までに地上デジタル放送への対
応が必要となっており、改修経費が
必要となっています。また、山の上
にあるアンテナの管理は大変です。

町づくりの目標 

海・山・温泉　人が輝く 
　　　

夢と温もりの郷 

- 安らぎと憩いの空間　新温泉町 -  

　　デジタル放送への
　　　　　　　対応が必要

　戸数の少ないテレビ共聴組合
は改修経費が大きな負担です。
ケーブルテレビを整備すること
により、全町で地上デジタル放
送が視聴可能となります。

情報通信基盤の格差
　
　浜坂地域ではＡＤＳＬが整備
されているものの、ＮＴＴ局舎
から距離があり、高速通信がで
きない地域があります。（ＡＤＳ
Ｌの利用可能範囲は、４キロ程
度です）全町で均一な基盤の確
保が急がれています。いつでも・
どこでも・誰でも情報化の恩恵
を受けられる（ユビキタス社会…
）環境づくりが大切です。

公共施設を結ぶ
　ネットワークがない

　浜坂地域の公共施設や
学校間を結ぶ高速通信基
盤がありません。高速通
信を利用した動画のサー
ビスなどが利用できませ
ん。公共施設や学校間が
光ファイバーで結ばれ、IT
を利用した行政サービス
や授業が可能となります。

自立と協働安心

快適・生活環境

活力
誇り・生きがい

合併後の新温泉町は、こんな課題を抱えています。ケーブルテレビを整備して情報化を進め
ることでこれらの課題を解決し、新温泉町の目指す町づくりを実現します。

ケーブルテレビ事業



�

ケーブルテレビのサービスを受けるためには、次のような宅内の配線と機器が必要となります。
◆町が行う工事
　・光ケーブル（ＣＡＴＶ伝送路）：関西電力柱やＮＴＴ柱に共架します。
　・ＯＮＵ：光信号を電気信号に変える機器です。
　・ＬＡＮケーブル：告知放送受信機やケーブル電話・インターネットを行うための宅内配線です。
◆加入者が行う工事
　・宅内の配線工事：テレビを見るための同軸ケーブル、告知放送受信機とケーブル電話やパソコンの接続
　　（デジタル放送に対応した同軸であれば、現在のものでも使用可能です。ブースター・分配器が必要
　　 な場合があります。）
◆町の用意する宅内機器
　・告知放送受信機：緊急放送や集落放送を聞くことができます。（全世帯に設置）
　・ケーブル電話機：ケーブル電話機同士だと無料で通話することができます。（ケーブルテレビ加入
　　世帯に１台を無償貸与）
　・ＳＴＢ（セット・トップ・ボックス）：衛星放送を視聴する場合に必要となります。（希望する方に有償貸与）
◆加入者が用意する宅内機器
　・テレビ：アナログテレビ、または地上デジタル対応テレビです。
　・デジタルチューナ：地上デジタル放送をアナログテレビで見る場合に必要です。
　・パソコン：インターネットを利用する場合に必要です。
　・ＦＭラジオ：ＦＭ放送を聞く場合に必要です。
　※外部入力端子のないアナログテレビでは、ＳＴＢやデジタルチューナの接続ができないため、デジタル
　　放送を視聴できません。

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

浜坂地域の宅内配線図

ケーブルテレビのサービス内容は、８月の広報でお知らせしましたが、 
今月号では加入金や使用料・宅内配線などについてご紹介します
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◆加入金　74000 円
※加入促進期間内は、免除の予定です
（加入促進期間を平成 20年度中に設けます）

◆基本サービス
基本使用料　1500 円 / 月（ＮＨＫの受信料は別） 
テレビ放送
　◦自主放送（コミュニティ放送・文字放送（デー
　　タ放送）・リクエスト放送）
　◦地上テレビ放送（地上テレビ放送７局）
　◦ＢＳテレビ放送（ＢＳ８局）
　※ただし、ＳＴＢ（有償・600 円 / 月）が必要です。
ケーブル電話・ＦＡＸ（電話機１台は無償貸与、２
台目から100円/月。ＦＡＸは１台目から600円/月）
　◦加入者間で無料通話が可能です
告知放送（告知放送受信機１台は無償貸与（加入未
加入にかかわらず全戸に設置します）、２台目から
900 円 / 月）
　◦緊急放送・集落放送・グループ放送
　※屋外スピーカーでも放送します。（緊急放送のみ）
ラジオ放送
　◦ＦＭ・ＡＭラジオ放送（ラジオ６局）

◆有料付加サービス
テレビ放送
　◦ＢＳテレビ放送（WOWOW）　2415 円 / 月
　◦ＣＳテレビ放送（ＣＳ10局パック　1700円/月、
　グリーンチャンネル 1260 円 / 月、
　衛星劇場 1890 円 / 月）
　※有料放送の契約は、ＳＴＢ１台毎に必要です。
ケーブルインターネット
　◦５Ｍ　2800 円 / 月　
　◦２０Ｍ　3500 円 / 月
　（温泉地域では、５Ｍと２０Ｍサービスになります）
　◦１００Ｍ　4000 円 / 月（浜坂地域のみ）

（平成１９年３月現在の計画で、サービス内容や料
金は予定です。）

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
内
容
と
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
つ
い
て
７
月
10
日

か
ら
８
月
10
日
ま
で
浜
坂
地
域
35
会
場
（
参
加
者
７
７
４
名
）
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
説
明
会
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
や
設
備
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
質
問
と
回
答
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

加
入
金
・
加
入
率
に
つ
い
て

Ｑ
、
加
入
促
進
期
間
に
加
入
金
を
免
除

す
る
の
は
な
ぜ
か
？

Ａ
、
温
泉
地
域
で
も
加
入
促
進
期
間
を

設
け
て
加
入
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

当
初
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
加
入
い
た
だ
く
た
め
、

加
入
促
進
期
間
を
設
け
る
計
画
で
す
。

Ｑ
、
加
入
率
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
？
ま
た
、
加
入
率
が
低

く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？

Ａ
、
浜
坂
地
域
の
一
部
で
は
、
防
災
告

知
受
信
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い

地
域
が
あ
り
、
こ
の
た
び
、
全
世
帯

に
防
災
告
知
受
信
機
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
加
入
に
つ
い
て
は
、
全

世
帯
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
が
、

試
算
上
は
75
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

共
聴
施
設
に
つ
い
て

Ｑ
、
共
聴
施
設
の
改
修
な
ど
へ
の
補
助

は
あ
る
か
？

Ａ
、
国
の
補
助
事
業
は
あ
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
は
た
だ
単
に
テ
レ
ビ
が
見

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
情
報
通
信
基

盤
や
防
災
告
知
受
信
機
の
整
備
を
す

る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
計

画
し
て
お
り
共
聴
施
設
へ
国
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
し
た
時
に

共
聴
施
設
の
撤
去
は
ど
う
す
る
の
か
？ 

Ａ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
不
要

と
な
っ
た
共
聴
施
設
は
、
町
で
撤
去

す
る
予
定
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
住
民
説
明
会

▲老朽化した
　　　共聴アンテナ

ケーブルテレビ事業
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テ
レ
ビ
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
課

題
や
地
域
要
望
も
加
え
た
財
政
計
画

と
し
て
い
ま
す
。

運
営
経
費
に
つ
い
て

Ｑ
、
現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
収
支

の
状
況
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ
、
平
成
18
年
度
の
決
算
で
収
入

が
約
５
千
４
百
万
円
、
支
出
が
約

７
千
５
百
万
円
で
約
２
千
万
円
の
不

足
が
あ
り
ま
す
。
不
足
分
は
行
政
放

送
や
防
災
放
送
な
ど
行
政
が
負
担
す

べ
き
事
業
の
部
分
で
人
件
費
相
当

（
約
３
千
万
円
）
の
範
囲
内
で
す
。

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
特
別
会

計
と
し
て
受
益
者
負
担
で
経
営
す
る

こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
、
国
の
補
助
・
交
付
金
制
度
か
ら
し

て
も
、
一
般
会
計
で
扱
っ
て
良
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
但
馬
地
域
で

実
施
し
て
い
る
養
父
市
・
朝
来
市
も
、

一
般
会
計
で
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
世
帯
に
防
災
告
知
受
信
機
を
整
備

し
ま
す
の
で
、
当
面
、
一
般
会
計
で

扱
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
で
も

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
費
と
し
て
収

支
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
ま
す
。

使
用
料
に
つ
い
て

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
整
備
し
て
便

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

利
に
な
る
の
は
よ
い
が
、
年
金
生
活

者
に
は
負
担
に
な
る

Ａ
、
独
居
老
人
世
帯
や
生
活
保
護
世
帯
な

ど
に
は
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
、
従
来
ど
お
り

直
接
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。

民
間
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

Ｑ
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
、
民

間
の
サ
ー
ビ
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
が
？

Ａ
、
採
算
面
か
ら
民
間
事
業
者
は
新
温

泉
町
で
の
事
業
展
開
が
難
し
く
、
現

在
で
は
サ
ー
ビ
ス
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
町
が
有
利
な
補
助

金
・
起
債
を
受
け
な
が
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
を
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

設
備
に
つ
い
て

Ｑ
、
技
術
革
新
が
進
む
中
で
将
来
は
無

線
が
主
流
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
、
事
業
計
画
の
時
点
で
最
適
な
物
を

選
択
し
て
お
り
、
現
在
で
は
光
ケ
ー

ブ
ル
に
よ
る
整
備
が
最
も
安
定
し
た

汎
用
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
？

Ａ
、
メ
リ
ッ
ト
は
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
将
来
に
向

け
て
の
情
報
通
信
基
盤
が
整
備
で
き

る
こ
と
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
生

活
が
便
利
に
な
る
反
面
、
毎
月
の
使

用
料
な
ど
若
干
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
で
す
。

防
災
告
知
放
送
に
つ
い
て

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
な
い
と

防
災
放
送
は
聞
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
、
告
知
放
送
受
信
機
は
、
全
世
帯
に

設
置
し
ま
す
の
で
、
緊
急
放
送
や
防

災
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

Ｑ
、
現
在
、
防
災
行
政
無
線
を
町
内
会

の
放
送
設
備
に
つ
な
い
で
聞
い
て
い

る
が
ど
う
な
る
の
か
？

Ａ
、
防
災
行
政
無
線
に
替
え
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
告
知
放
送
受
信
機
を
整

備
す
る
た
め
、
現
在
の
町
内
会
の
放

送
で
は
聞
け
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
告
知
放
送
受
信

機
は
、
集
落
放
送
も
で
き
る
た
め
町

内
会
の
放
送
と
し
て
使
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

事
業
費
に
つ
い
て

Ｑ
、
総
事
業
費
18
億
円
の
事
業
を
行
う

こ
と
が
出
来
る
の
か
？

Ａ
、
合
併
時
に
新
町
建
設
計
画
を
樹
立

し
て
い
ま
す
。
三
位
一
体
の
財
政
改

革
で
と
り
わ
け
、
地
方
交
付
税
の
削

減
が
大
き
く
、
財
政
環
境
は
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
現
行
の
国
・
県
の
補

助
・
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
合
併

特
例
債
を
充
当
し
て
事
業
推
進
を
図

り
ま
す
。
平
成
27
年
ま
で
の
財
政
計

画
を
立
て
て
、
有
利
な
事
業
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

Ｑ
、
事
業
は
良
い
こ
と
だ
が
、
町
の
借

金
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
、
合
併
時
か
ら
合
併
協
議
会
で
財
政

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル ▲ケーブルテレビ事業住民説明会の様子
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Ｑ
、
高
齢
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

使
い
こ
な
す
こ
と
が
出
来
ず
、
テ
レ

ビ
さ
え
見
ら
れ
れ
ば
よ
い
。

Ａ
、
通
信
で
利
用
す
る
の
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
防
災
放
送

や
ケ
ー
ブ
ル
電
話
機
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
の
方
で
も
ケ
ー
ブ
ル
電
話

の
利
用
や
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て

Ｑ
、
直
接
受
信
の
世
帯
が
多
い
中
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
必
要
か
？

Ａ
、
テ
レ
ビ
が
映
れ
ば
良
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
て
の
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
を
す
る
も
の
で

す
。
情
報
化
が
一
段
と
進
み
少
子
高

齢
化
が
一
層
顕
著
に
進
行
す
る
中
で
、

地
域
間
格
差
を
解
消
し
、
時
代
に
対

応
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
を
利
用
し
て
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

Ｑ
、
防
災
放
送
を
屋
外
で
も
聞
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
？

Ａ
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ

に
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
ぎ
ま
す
の
で
、

今
ま
で
ど
お
り
屋
外
で
も
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ
、
防
災
放
送
は
、
有
線
よ
り
無
線
の

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
、
大
規
模
災
害
で
は
、
無
線
も
不

通
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
処
す
る

た
め
の
細
か
な
情
報
を
日
常
か
ら
提

供
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
る
も
の
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
電
話
機
に
つ
い
て

Ｑ
、
電
話
機
は
、
今
使
っ
て
い
る
も
の

が
使
え
ま
す
か
？
電
話
番
号
は
？

Ａ
、
電
話
機
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
用

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
お
使
い
の
電

話
機
と
は
別
に
町
が
も
う
一
台
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
電
話
番
号

は
基
本
的
に
現
在
の
電
話
番
号
と
同

じ
で
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
者
間
は
、
無
料
で
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
。

Ｑ
、
携
帯
電
話
な
ど
が
普
及
す
る
中
で

ケ
ー
ブ
ル
電
話
が
必
要
か
？

Ａ
、
ケ
ー
ブ
ル
電
話
は
、
域
内
の
無
料

電
話
と
し
て
多
く
の
利
用
が
あ
り
、

行
事
の
相
談
や
約
束
事
の
確
認
な
ど

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
は
加
入
せ
ず

に
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け

利
用
で
き
る
か
？

Ａ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
い
た
だ

い
た
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
希

望
さ
れ
る
方
に
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

Ｑ
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
は
す
べ
て
の
テ
レ
ビ
に
必

要
か
？

Ａ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
衛
星
放
送（
Ｂ

Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
）
を
ご
覧
に
な
る
場
合
に

必
要
と
な
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
対
応

の
テ
レ
ビ
や
今
お
使
い
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
に
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
を
つ

け
れ
ば
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
自
主

放
送
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

自
主
放
送
に
つ
い
て

Ｑ
、
自
主
放
送
は
、
ど
の
く
ら
い
視
聴

さ
れ
て
い
る
の
か
？

Ａ
、
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
よ

く
見
る
」「
と
き
ど
き
見
る
」
が

64
％
で
す
。
ま
た
、
高
齢
の
方
で
外

出
す
る
機
会
の
少
な
い
方
な
ど
に
は

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
議
会
中
継
が

見
た
い
。
何
を
話
し
合
っ
て
い
る
か

知
り
た
い
。

Ａ
、
議
会
中
継
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
は
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会

と
協
議
を
し
て
、
議
会
の
了
解
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
議
会
と
協
議

を
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

ケーブルテレビ事業

▲老朽化が進んでいる防災行政無線
　　　（新温泉町役場・無線室）

▲域内無料のケーブル電話

▲情報通信基盤の整備
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■
停
電
や
断
水
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

飲
料
水
な
ど
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

■
家
の
周
り
の
側
溝
の
詰
ま
り
を
解
消

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

■
近
所
の
災
害
時
要
援
護
者
の
確
認
と

支
援
体
制
を
相
談
し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

普
段
か
ら
の
備
え

　

災
害
に
備
え
て
、
普
段
か
ら
次
の
行

動
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
時
の
持
出
品
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

■
避
難
所
ま
で
の
安
全
な
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

情
報
の
収
集

　

災
害
に
対
し
て
必
要
な
の
は
情
報
で

す
。住
民
の
皆
さ
ん
は
、町
、報
道
機
関
、

消
防
団
か
ら
の
気
象
情
報
、
災
害
情
報

な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

９
月
は
防
災
月
間
で
す 

　
　
　

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

大
雨
や
強
風
を
伴
い
、
広
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら
す
台
風
の
襲
来
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
各
地
で
大
小
の
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
今
日
、
自
然
災
害

に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
万
全
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
庭
内
や

地
域
で
連
携
し
、
災
害
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

町政のうごきから
■
台
風
の
接
近
時
や
地
震
を
体
感
し

た
と
き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

天
気
予
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

■
町
や
消
防
団
か
ら
の
放
送
に
注
意

ま
し
ょ
う

■
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
早
め
に
避
難

を
し
ま
し
ょ
う

早
目
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
に
よ
る
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
、避
難
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
や
寝
た

き
り
の
人
な
ど
、
避
難
時
に
援
護
が
必

要
な
人
）へ
の
手
助
け
や
心
配
り
な
ど
、

み
ん
な
で
協
力
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
公
共
施
設
や
集
会
施
設
な
ど

が
避
難
所
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
非

常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
、
す
み
や

か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

懐 中 電 灯・ 食 料 品・
飲料水・衣類など
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自動車運転中は
・あわててブレーキを
かけない

・ハザードランプを点
灯し揺れを感じたら
ゆっくり停止

山やがけ付近では
・落石やがけ崩れに注意

屋外では
・ブロック塀の倒壊などに注意
・看板や割れたガラスの落下に
注意

家庭では
・頭を保護し丈夫な机の下
　などに隠れる
・あわてて外へ飛び出さない

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

第
40
回
新
温
泉
町
消
防
団 

　
　

浜
坂
支
団
消
防
大
会

　

９
月
１
日
（
土
）、
第
40
回
新
温
泉

町
消
防
団
浜
坂
支
団
消
防
大
会
が
浜
坂

漁
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
13

部
、ポ
ン
プ
車
操
法
に
５
部
が
出
場
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、

息
の
あ
っ
た
見
事
な
操
作
を
披
露
し
ま

し
た
。
操
法
大
会
は
、
日
頃
か
ら
非
常

時
に
備
え
て
消
防
精
神
を
高
め
、
迅
速

で
的
確
な
消
防
技
術
を
維
持
向
上
さ
せ

る
た
め
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

優　

勝　

第
６
分
団
三
尾
部

　

準
優
勝　

第
14
分
団
居
組
部

▼
ポ
ン
プ
車
操
法

　

優　

勝　

第
７
分
団
大
庭
部　

町政のうごきから

▲熱の入った操法を見せる団員ら

緊急地震速報がはじまります
　「緊急地震速報」は、地震による強い揺れを事前にお知らせすることを目指す新しい情報で、今年１０月
１日から提供を開始する予定です。
　緊急地震速報は、テレビ・ラジオなどを通じて見聞きしてから、強い揺れが来るまでの時間が、数秒から
数十秒しかありません。その短い間に身を守るための行動をとる必要があります。

●緊急地震速報のしくみ
　緊急地震速報は、最大震度 5弱以上と推定し
た地震の際に、強い揺れ（震度 4以上）の地域
の名前を強い揺れが来る前にお知らせするもの
です。

※震源に近い地域では、｢緊急地震速報｣ が強い
揺れに間に合わないことがあります

緊急地震速報を利用する際には、周囲の状況に
応じて、あわてず、まず身の安全を確保しましょう

人がおおぜいいる施設では
・係員の指示に従う
・落ち着いて行動
・あわてて出口に走り出さない

―問い合わせ―
　神戸海洋気象台業務課

　℡（０７８）２２２‐８９０７
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町政のうごきから
H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

湯
村
温
泉
の
配
湯
の
拡
大

　

湯
村
温
泉
を
も
う
少
し
広
く
配
湯
で

き
ま
せ
ん
か
。
費
用
は
自
己
負
担
を
負

う
こ
と
は
止
む
を
得
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
代　

男
性
）

（
回
答
）

　

湯
村
温
泉
の
配
湯
に
つ
き
ま
し
て

は
、
湯
量
、
増
大
す
る
経
費
等
を
考
慮

し
、
現
在
の
と
こ
ろ
配
湯
エ
リ
ア
を
拡

大
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
総
務
課
長　

尾
﨑
美
津
人
）

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
昨
年
５

月
か
ら
本
誌
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
４
件
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の
内
容
を
掲
載

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

 

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

浜
坂
病
院
内
科
の
往
診

　

浜
坂
病
院
か
ら
週
何
日
か
出
張
し
て

内
科
の
診
療
を
す
る
よ
う
願
え
ま
せ
ん

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
代　

男
性
）

▼
保
育
を
す
る
日

　

月
～
金
曜
日

・
休
日
は
保
育
所
に
準
じ
ま
す
。

・
保
育
所
の
行
事
（
入
園
式
、
卒
園
式
）

の
日
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象
児

・
１
歳
以
上
で
歩
行
が
で
き
る
幼
児

・
保
育
所
に
就
園
し
て
い
な
い
幼
児

▼
受
け
入
れ
保
育
所
（
園
）

・
浜
坂
保
育
所

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
３
６
０

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
こ
ラ

ン
ド
」
温
泉
保
育
園

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
０
９
５

・
明
星
保
育
園

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
８
３
１

▼
利
用
さ
れ
る
場
合

・
あ
ら
か
じ
め
登
録
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
か
ら
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

一
時
的
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
護
者
の
就
労
の
多
様
化
や
疾
病
、
災
害
、
事
故
、
出
産
、
介
護
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

そ
の
他
の
理
由
で
、
一
時
的
保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
た
め
、
浜

坂
保
育
所
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド
」
温
泉
保
育
園
で
一
時
的
保

育
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
年
間
延
べ
約
５
０
０
人
の
お
子
様
を
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
明
星
保
育
園
（
諸
寄
）
で
も
同

事
業
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
登
録
受
付
は
各
保
育
所
（
園
）
で
行

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

区　分 内　容 費　用
３歳未満 ３歳以上

１日 ４時間以上
（午前８時～午後４時）

昼食・おやつ代含む3,000 円 2,000 円

半日
午前の部
（午前８時～正午）

昼食代含む
1,500 円 1,000 円

午後の部
（正午～午後４時）

おやつ代含む。ただ
し、昼食は含まない

▼時間・費用



町政のうごきから
H19（2007）.9.13

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

（
回
答
）

　

浜
坂
病
院
に
通
院
中
の
患
者
様
に
つ

い
て
は
、
通
院
出
来
な
い
場
合
に
往
診

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
理

想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
実
は
、
医
師

不
足
の
た
め
、
定
期
的
な
往
診
時
間
を

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

も
し
、
ご
要
望
の
日
時
に
主
治
医
の

都
合
が
つ
く
よ
う
で
し
た
ら
、
例
外
的

に
往
診
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
主
治
医
と
相

談
）
な
お
、
往
診
時
の
ご
負
担
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

・
往
診
料
＋
そ
の
他
診
療
行
為
報
酬　

（
保
険
で
定
め
る
本
人
負
担
割
合
）

・
交
通
費
（
全
額
本
人
負
担
と
な
り
ま

す
）

・
そ
の
他
の
加
算
が
あ
り
ま
す

　

ま
た
、
看
護
師
に
よ
る
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
浜
坂
病
院
に
併
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
主
治
医
と
相
談

の
う
え
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
公
立
浜
坂
病
院
事
務
長　

小
西
清
司
）

浜
坂
病
院
入
院
食
の
改
善

　

浜
坂
病
院
入
院
患
者
の
食
事
を
カ
ロ

リ
ー
重
視
も
よ
い
が
、
味
付
け
に
も
う

少
し
配
慮
し
て
食
べ
や
す
く
し
た
ら
入

院
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
代　

男
性
）

（
回
答
）

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
立
浜
坂
病
院
栄
養
科
で
は
、
患
者
様

個
々
の
病
態
に
合
わ
せ
た
お
食
事
の
提

供
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

季
節
感
を
取
り
入
れ
た
献
立
や
行
事
食

な
ど
患
者
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

様
、
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
特
別

に
制
限
の
な
い
患
者
様
に
は
、
出
来
る

だ
け
ご
家
庭
の
味
に
近
い
味
付
け
で
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
に
食
事
制
限
の
あ
る
患

者
様
に
は
、
病
態
を
十
分
に
ご
理
解
頂

い
た
上
で
、制
限
内
で
飽
き
の
こ
な
い
、

満
足
の
い
た
だ
け
る
食
事
づ
く
り
を
心

が
け
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
公
立
浜
坂
病
院
事
務
長　

小
西
清
司
）

簡
易
林
道
の
整
備

　

新
温
泉
町
の
環
境
問
題
、
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
関
係
あ
る
の
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
簡
易
林
道
を

作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

林
道
整
備
が
で
き
な
く
道
が
通
れ
な

く
な
っ
て
植
木
の
手
入
れ
を
し
た
く

て
も
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
年

次
計
画
を
樹
立
し
林
道
を
整
備
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
代　

男
性
）

（
回
答
）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
問
題
の
観
点
か
ら
、
森
林
の
持
つ

水
源
涵
養
等
の
公
益
的
機
能
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
環
境
対
策
育
林

等
の
造
林
事
業
推
進
を
図
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
事
業
の
推
進
の
た
め
に
も

林
道
整
備
の
重
要
性
は
極
め
て
高
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

事
業
実
施
し
て
お
り
、
現
在
県
営
林
道

池
ノ
尾
線
・
県
代
行
林
道
中
辻
肥
前
畑

線
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
事
業
推
進

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
し
て
、

現
在
の
林
道
開
設
事
業
完
成
後
は
、
既

存
の
林
道
舗
装
等
整
備
事
業
の
推
進
を

図
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、作
業
道
等
に
つ
い
て
は
現
在
、

施
業
計
画
に
基
づ
く
施
業
と
併
せ
た
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
課
ま

た
は
北
但
西
部
森
林
組
合
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長　

石
原
孝
行
）



町政のうごきから

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

外
科
外
来
の
担
当
医
の

変
更
に
つ
い
て

　

外
科
医
師
１
名
の
退
職
が
あ
っ
た
た

め
、
９
月
か
ら
担
当
医
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

▼
外
科
外
来
担
当
医
師　

　

月
～
金　

古
澤
院
長

※
な
お
、
診
療
時
間
な
ど
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
診
療
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

◇
受
付
時
間　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

（
た
だ
し
、
初
診
の
患
者
様
の
受
付

は
午
前
８
時
30
分
～
）

夜
間
・
時
間
外
診
療
、

救
急
対
応
に
つ
い
て

　

従
前
か
ら
「
夜
間
・
時
間
外
診
療

（
土
日
含
む
）」
は
、
午
後
９
時
ま
で
の

受
診
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
午
後
９
時
以
降
に
つ
い
て
も
可
能

な
限
り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
医
師
の
減
員
に
よ
り
、
引

き
続
き
午
後
９
時
ま
で
の
受
診
に
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

夜
間
・
時
間
外
診
療
を
受
診
の
際
は
、

必
ず
事
前
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
１
日
付

　
　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

総
務
課

▼
主
査　

中
島
秀
文

　
　
　
　
　
　
（
公
立
浜
坂
病
院
主
査
）

退
職　
　
　
　
　
　
　

※
８
月
31
日
付

▼
山
田
貴
裕

　
　
　
　
（
公
立
浜
坂
病
院
外
科
医
長
）

▼
井
上
良
子
（
総
務
課
主
事
）

H19（2007）.9.13

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 2

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

▲公立浜坂病院

秋の全国交通安全運動

　９月２１日（金）～３０日（日）までの１０日間、
「秋の全国交通安全運動」が実施されます。交通ルー

ルを守り、事故防止に努めましょう。

◇飲酒運転は絶対にやめましょう
◇後部座席を含むシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用を徹底しましょう
◇夕暮れ時と夜間の歩行者・自転車乗車中の交通事故
防止に努めましょう
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町政のうごきから
H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

十字谷処分場管理道
舗装工事

多子
施工延長　L=120m
Con 舗装　A=300㎡
As 舗装　A=135㎡

3,969,000平成 19年 7月 18日～
　平成 19年 9月 28日 赤坂土建㈱

新温泉町備蓄倉庫
新築工事

浜坂 鉄骨造瓦葺平屋建
１棟　A=144㎡

13,125,000平成 19年 7月 18日～
　平成 19年 11月 30日 ㈱三島組

町道芦屋村中線側溝
改良工事

芦屋 側溝改良工事　L=65m、
W=4.5m～ 5.8m

2,625,000平成 19年 7月 20日～
　平成 19年 9月 17日 ㈱中村重機

浜坂公共建設残土
処分場連絡道路維持
修繕工事

浜坂
道路維持修繕工
　L=770m
修繕箇所　18箇所 3,181,500

平成 19年 7月 20日～
　平成 19年 9月 22日 ㈲岡市組

浜坂公共建設残土
処分場 ( 本谷 ) 場内
整地工事

浜坂
土工　V=39,100㎥
法面工 A=1,100㎡
排水工　L=658m

28,140,000平成 19年 7月 20日～　平成 20年 3月 30日 株本建設工業㈱

新温泉町クリーン
センター耐火物
(1・2号炉 ) 修繕工事

田井
クリーンセンター燃焼
室及びガス冷却室修繕
　1式

7,119,000平成 19年 7月 31日～　平成 19年 10月 31日 ㈱テクノ窯工

新温泉町浜坂多目的
公園整備事業建物
解体工事

浜坂
木造建物解体　A=60㎡
軽量鉄骨造建物解体　
A=2,124㎡

6,090,000平成 19年 8月 8日～　平成 19年 10月 21日 ㈱三島組

（平成 19年７月 16日～平成 19年８月 15日契約分）

▼
応
募
資
格

①
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
る
人

②
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

（
平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
）
の
人

③
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
、
開

催
す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

 

・
本
町
の
他
の
審
議
会
な
ど
に
お
い

て
、
３
機
関
以
上
の
委
員
の
職
に
あ

る
人

 

・
本
町
の
職
員
又
は
町
議
会
議
員

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
任
期　

平
成
19
年
10
月
～

　

平
成
21
年
９
月

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
報
償
費
、
交
通

費
を
お
支
払
い
し
ま
す

▼
提
出
書
類

ア　

公
募
委
員
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

イ　

小
論
文　

・
テ
ー
マ　
「
新
温
泉

町
の
あ
る
べ
き
公
共
交
通
政
策
に
つ

い
て
」

　
・
字
数　

８
０
０
字
程
度（
様
式
自
由
）

　
（
注
）
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん

▼
提
出
期
限　

10
月
４
日
（
木
）
必
着

▼
選
考
方
法　

申
込
書
、
小
論
文
に
つ

い
て
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
査

し
選
考
し
ま
す
。
選
考
の
結
果
は
、

10
月
中
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

公
共
交
通
政
策
に
広
く
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
住
民
の
参
画
と
協
働

に
よ
る
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、交
通
政
策
研
究
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
募
委
員
に
は
、
各
分
野
に
お
け
る
町
が
選
任
し
た
委
員
と
と
も
に
、
本
町
の
公

共
交
通
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

交
通
政
策
研
究
会
公
募
委
員
募
集
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加藤文太郎
記念図書館

「9月のおすすめの本」
ご案内

打ちのめされるようなすごい本！ 
米原万里著／文藝春秋

作家であり書評家でもあった米原万里。
昨年亡くなった彼女の書評は、読むも
のを熱い気持ちにさせる。政治や文学、
そして「わが身をもって検証した」が
ん治療の本を紹介した彼女の最後の書
評集。

これでもかーちゃんやってます
　上大岡トメ著／筑摩書房

かーちゃんは完璧でなくてもいい。
ちょっとくらい家が散らかっていたり、
子どもを怒りすぎてしまったり、家事
が少々手抜きでも、かーちゃんは勇気
と愛があれば大丈夫。『キッパリ！』の
著者が描く、花のかーちゃん道。

ガイドブック旭山動物園
　今津秀邦写真／エムジー・コーポレーション

北海道の旭山動物園は、ただ見るだけ
ではなく「感じる」ことができる動物園。
今、日本で一番元気で動物への愛情が
いっぱいに溢れたこの動物園へ、もう
行った人も、そうでない人もまるごと
楽しめるガイドブック。

まじょの森ピクシー
ひらいたかこ著／ポプラ社

ピクシーは魔女の森で一番小さな魔女。
魔法の呪文も覚えられなくて失敗ばか
り。もうすぐ百年に一度の魔女のお祭
りがあるのに、みんなに邪魔者扱いさ
れてしまいます。がんばれピクシー！！
かわいい小さな魔女ピクシーの絵本。

狂言えほん「ぶす」
ささめやゆき絵／講談社

昔、あるお屋敷に主人と二人の家来が
おりました。ある日主人は「つぼには『ぶ
す』というたいへんな毒が入っている
のでくれぐれも近寄らないように。」と
言って出かけて行きました。その後二
人の家来がとった行動は…。楽しい狂
言絵本。

  

おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『ぼくはあるいたまっすぐまっすぐ』他
◆と 　き　9月22日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

大人のためのおはなし会        
大人も楽しいおはなしの時間を過ごし
てみませんか。
◆と 　き　9月30日（日）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　グループ「おはなしの国」
　　　　　のみなさんによる、ストーリー
　　　　　テリング・絵本の読み聞かせ他
◆申込締切　9月26日（水）

休館日のお知らせ　　　　      

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（9月号） 14

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日
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け
て
い
き
た
い
で
す
。

■
障
が
い
を
も
っ
て
い
て
も
一
生
懸
命

生
き
て
い
る
こ
と
を
、〔
一
緒
に
見

た
私
の
〕
子
ど
も
は
気
づ
い
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
特
別
な
目
で
見
な

い
、
当
り
前
の
目
で
見
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

■
障
が
い
の
あ
る
人
を
見
る
と
、
ど

う
し
て
も
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
て
し
ま
う

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
や
は
り
差

別
を
し
て
る
ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思

い
、
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

■
子
ど
も
を
一
緒
に
連
れ
て
来
た
の

は
、
や
は
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
と
同
じ
歳
く
ら
い
の
〔
ド

ラ
マ
の
〕
弟
、
そ
の
友
達
の
態
度
に

対
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

｢

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
・
マ
ー
チ｣

H19（2007）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

　

小
学
生
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
「
ぼ

く
の
お
姉
さ
ん
」
は
６
地
区
１
７
１
人

（
大
人
１
１
３
人
、
子
ど
も
58
人
）、
ま

た
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
・
マ
ー
チ
」

は
２
地
区
・
１
団
体
１
０
９
人
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
大
人
対
象
の
視
聴
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、ど
ち
ら
の
ビ
デ
オ
も
、

参
加
者
の
約
８
割
の
人
（
ア
ン
ケ
ー
ト

提
出
率
87
％
と
86
％
）
か
ら
「
大
変
良

か
っ
た
」｢

良
か
っ
た｣

と
の
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
変
多
数
寄
せ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

学
習
会
参
加
者
の
感
想
・
意
見
を
一
部

抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

の
地
区
・
団
体
等
で
も
人
権
学
習
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

視
聴
学
習
会
感
想
・
意
見     

　
　
　
　
　
　
　
（
大
人
、
一
部
） 

｢

ぼ
く
の
お
姉
さ
ん｣

■
障
が
い
者
に
対
す
る
気
持
ち
が
、「
ぼ

く
の
お
姉
さ
ん
」
を
見
て
変
わ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
ら
心
を
開
い

て
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
が
深

ま
る
と
思
い
ま
す
。

■
人
間
同
士
で
傷
つ
け
合
う
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
私
も
知
ら

ず
知
ら
ず
に
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
気
を
つ

ぜ
ひ
、
人
権
学
習
会
で
ご
活
用
く
だ
さ
い 

　

障
が
い
問
題
等
人
権
啓
発
ビ
デ
オ

　

８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
中

に
、
障
が
い
問
題
等
の
人
権
啓
発
ド
ラ
マ
「
ぼ
く
の
お
姉
さ
ん
」（
36
分
）
や
「
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
・
マ
ー
チ
」（
40
分
）
を
視
聴
し
、
本
町
人
権
啓
発
指
導
員
に
お

話
し
て
い
た
だ
い
て
の
人
権
学
習
会
が
８
地
区
・
１
団
体
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
頭
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
み
ん

な
同
じ
だ
け
れ
ど
〔
脳
性
マ
ヒ
に
よ

る
障
が
い
者
は
〕
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
（
で
き
に
く
い
）
だ
け
と

い
う
こ
と
、改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

■
家
族
に
障
が
い
者
が
い
る
と
い
う
だ

け
で
人
の
目
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
大
変
悲
し
い
で
す
。

■
学
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
自
分
が
日
頃
何
気
な
く
言
っ
た

り
、
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
の
中
に

差
別
と
か
絶
対
に
な
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
世
間
に
は
色
々
な
人
が
い
る
、
や
は

り
学
習
会
に
参
加
し
て
、理
解
を
し
、

障
害
の
あ
る
人
の
社
会
生
活
を
応
援

し
て
い
く
よ
う
に
と
思
い
ま
し
た
。

■
こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
気
を
つ
け
て

言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
・
助
言
者

の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 19年 8月 20日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215

ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465

株本建設工業㈱
建築技術者

不問 165～ 273
土木技術者

㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300

㈲ラッキー美容院 美容技術一般、
アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱マルワ渡辺水産

事務員 40以下 145～ 200
水産加工員 18～ 35 145～ 170
水産加工
工場管理者 18～ 50 180～ 200

㈱マルワ水産運輸 事務員 26～ 35 150～ 200
㈱隆栄水産 販売管理 不問 200～ 270
守山石油㈱ 給油販売員 20～ 40 130～ 140

㈱田中工業所
土木施工管理技士 50以下 185～ 230
浄化槽管理士見習 35以下 150

㈲松本電気商会 電気設備工事 45以下 170～ 260
オザキ住建㈱ 営業 25～ 35 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160～ 195
社会福祉法人尚徳会
特別養護老人ホーム
とよおかの里

介護員 50以下 162～ 175

浜美屋食品㈱ ルート営業 40以下 165～ 245

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 1 20～ 40 115～ 140生産作業 2 20～ 35
青垣デベロップ㈱ 大型ダンプ

運転手 不問 220

㈲ＯＮＥ 携帯電話
販売員 30以下 130～ 200

㈲山米鮮魚 ホームページ
作成 20～ 35 130～ 180

（温泉地域）
㈱朝野家 販売係 18～ 40 140～ 150
㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 25～ 35 150～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124

㈱山根工務店 建築設計、
施工管理 25～ 35 230～ 300

㈱ワークステーション 客室係 不問 158～ 228
富士綜合警備保障㈱ 警備員 18～ 60 132～ 187
㈲八田屋 客室係 不問 188～ 226

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員 不問 700～ 850
事務員 40以下 750～ 880

サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～1,000
フロアースタッフ

千原縫製 縫製工 30～ 45 683

㈱隆栄水産
ウエーター、
ウエートレス 19 ～ 50 750～ 950

販売補助 不問 800～ 900
山陰道路㈱ ホール係 不問 700～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900～1,200
㈱ナカケー エステ 40以下 750～ 900
のぎく作業所 作業所補助員 不問 800
たじま農業共同組合 訪問介護員 60 以下 790～2,180

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋
客室係 不問 1,300
布団敷き 不問 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～ 1,300
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 750～ 760
㈱寿荘 客室係 不問 1,000～ 1,500

㈱とみや旅館
客室係 不問 1,000～ 1,300
配膳、洗浄係 不問 750～ 800

㈲アーサ 美容スタイリスト 不問 700～1,000
ベジバス 飲食店 18～ 30 700～ 800
㈲八田屋 客室係 不問 800～1,000

㈱西沢製作所
溶接工

不問 700NC パンチプレ
ス・ブレーキ工
機械設計 40以下 1,000

広報しんおんせん（9月号）
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
20―

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
お
し
ら
せ

　

全
共
は
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
が
５

年
に
１
度
、
一
同
に
会
し
て
そ
の
優
劣

を
競
う
全
国
大
会
で
、「
和
牛
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
称
さ
れ
る
大
会
で
す
。

雄
牛
・
雌
牛
の
和
牛
改
良
の
成
果
を
競

う
「
種
牛
の
部
」
と
肉
質
を
競
う
「
肉

牛
の
部
」
が
あ
り
、
各
都
道
府
県
か
ら

選
抜
さ
れ
た
３
０
０
頭
以
上
の
和
牛
が

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
頂
点
を
目
指
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
か
ら
は
、
20
頭
が
出
品
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
下
各
地

で
予
選
が
行
わ
れ
、
７
月
５
日
に
篠
山

市
篠
山
家
畜
市
場
で
最
終
予
選
の
結
果
、

兵
庫
県
の
代
表
牛
が
決
定
し
ま
し
た
。

美
方
郡
で
は
、
若
雌
の
１
に
飯
野
の
中

井
勝
氏
の
あ
き
か
つ
号
、
若
雌
の
２
に

香
美
町
の
１
頭
、
お
よ
び
総
合
評
価
の

種
牛
群
（
４
頭
セ
ッ
ト
）
に
香
美
町
の

４
頭
と
補
欠
と
し
て
、
春
来
の
田
中
房

夫
氏
の
よ
し
つ
ね
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
第
６
回
の
大
分
県
で
温

泉
町
生
ま
れ
の
菊
安
土
井
産
子
の
去
勢

牛
の
群
が
名
誉
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
は
、

上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
兵

庫
県
の
牛
の
特
徴
は
、
資
質
・
品
位
が

良
い
こ
と
、味
、き
め
細
か
い
サ
シ（
脂
肪
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
弱
点
は
体
積
が
少

な
く
、
枝
肉
重
量
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
近
年
、
新
温
泉
町
生
ま
れ
の
福

芳
土
井
な
ど
大
型
の
種
雄
牛
の
出
現
に

よ
っ
て
、少
し
ず
つ
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
全
共
で
は
、
上
位

入
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
和
牛
に
求
め
ら
れ

て
い
る
食
味
性
、
す
な
わ
ち
「
お
い
し

い
」と
感
じ
る
３
大
要
素「
食
感
」「
味
」

「
香
り
」
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、

牛
肉
の
脂
肪
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
う
ま
み
成
分
（
不
飽
和
脂
肪
酸
）

を
数
値
的
に
判
断
し
、
そ
れ
も
審
査
項

目
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
兵
庫
県
の
牛

は
、
不
飽
和
脂
肪
酸
含
量
が
多
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
全
共

で
、
兵
庫
県
の
但
馬
牛
が
再
び
注
目
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

鳥
取
県
は
、
新
温
泉
町
か
ら
も
っ
と

も
近
い
県
で
す
。
全
共
は
、
牛
の
共
進

会
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
非
常
に
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（9月号）

▼
作
り
方

①
は
た
は
た

は
、
頭
と
腹

わ
た
を
除
い

て
洗
い
、
水

気
を
取
る
。

②
玉
ね
ぎ
は

薄
切
り
、
人

参
と
ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
、
た
か

の
爪
は
種
を
取
り
輪
切
り
に
す
る
。

切
っ
た
材
料
を
バ
ッ
ト
に
入
れ
、
調

味
料
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

③
は
た
は
た
に
軽
く
塩
を
ふ
っ
て
小
麦

粉
を
ま
ぶ
し
、
１
６
０
度
に
熱
し
た

揚
げ
油
で
じ
っ
く
り
揚
げ
て
油
を
き

り
、
②
に
漬
け
て
30
～
40
分
お
く
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
は
た
は
た
の
南
蛮
漬
け

　

平
成
19
年
10
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
、
第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

（
以
下
、
全
共
）
が
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
種
牛
の
部
は
米
子
市
の
「
崎
津
住

宅
団
地
」
で
、
肉
牛
の
部
は
大
山
町
の
「
㈱
鳥
取
県
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
で
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
開
催
テ
ー
マ
は
、「
和
牛
再
発
見
！―

地
域
で
築
こ
う
和
牛
の

未
来―

」
で
あ
り
、
各
地
域
の
系
統
の
中
か
ら
未
来
に
つ
な
ぐ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
発
見
と
再

構
築
、
将
来
の
和
牛
改
良
と
地
域
の
活
性
化
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

▲全共候補牛調査会の様子（湯村家畜市場）

◆材料（４人分）
・はたはた・・  16 匹
・塩・・・・・・適量
・小麦粉・・・・適量
・揚げ油・・・・適量
・玉ねぎ・・・・1個
・人参・・・・2/3 個
・ピーマン・・・2個
（南蛮酢）
・たかの爪・・・1本
・米酢・・・大さじ 4
・砂糖・・・大さじ 4
・しょう油・大さじ 3



18広報しんおんせん（9月号）

　8月 19 日（日）石橋地区にある石橋池で「第 15 回
石橋池たらい漕ぎ競争」が行われました。この大会は地
域の活性化を目指して、八田地区の住民らで作る実行委
員会が開催しているもので、石橋池を利用したユニーク
な取り組みです。
　参加者らはバランスの悪いたらいに悪戦苦闘しながら
懸命にゴールを目指しました。そのほかにも、梅干しの
種飛ばし競争や、豆腐の早食い競争なども行われ、一日
中、地区内ににぎやかな歓声が響きわたっていました。

石橋池たらい漕ぎ競争

巌山地蔵大権現祭稚児土俵入
　8月 24 日（金）飯野の巌山寺奥の巖山地蔵大権現の例祭
が境内で行われ、地区の小学生や青年力士らが奉納相撲を披
露し、その後赤ちゃんの土俵入りが行われました。
　「泣き相撲」といわれているこの行事、今年は 1歳前後の
男児 13人が参加し、鉢巻に赤い腹当て姿で順番に土俵入り
し、青年力士に抱かれ「ヨイショ、ヨイショ」とシコを踏み
ました。この際赤ちゃんがよく泣いた方が元気に育つとも言
われており、泣かせようとわざと揺さぶられる赤ちゃんもい
ました。父母らは土俵の側で、わが子の健やかな成長を願っ
ていました。

兵庫県ちびっ子相撲大会
　8月 26 日（日）、相撲を通して青少年の健全育成を
図り、こころ豊かな人づくりを目指そうと「第 23回兵
庫県ちびっ子相撲大会」が新温泉町浜坂の浜坂相撲場で
行われました。
　県内各地から約 60人が出場するなか、新温泉町から
も 7人の小学生力士が出場し、家族や観客の声援を受
けて、豪快な投げや土俵際での競り合いなど、白熱した
取り組みを行いました。

　「ビーチサッカー FESTA2007 IN 山陰海岸 shin-
onsen」を 9月 2日（日）浜坂県民サンビーチ特設会場
で 開催しました。
　レベルの異なる 3つの部門に、地元や京阪神などか
ら 24チーム約 200 人が参加しました。「チャンピオン
クラス」では、優勝チームに来年 3月沖縄で開催され
る全国大会への出場権が与えられるとあって、選手らは
砂まみれになりながらも、必死にボールを追い砂浜の
コートを駆け回りました。

ビーチサッカー FESTA2007 IN 山陰海岸 shin-onsen 

H19（2007）.9.13
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　　　　浜坂商店街納涼祭

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（9月号）

び～ちふぇすた 2007 いんしんおんせん
　ビーチバレーボールやマリンスポーツを通して、町内
外に浜坂県民サンビーチの素晴らしさを知ってもらおう
と「び～ちふぇすた 2007 いんしんおんせん」を 8月 4
日（土）、浜坂県民サンビーチで開催しました。
　この日は夏の日差しが照りつけるなか、地元をはじめ
京阪神などから 50チームが出場し、熱い戦いを繰り広
げました。また、環境への関心を高めてもらうため、開
会前には参加者による海岸清掃も行いました。

　8月 4日（土）ＪＲ浜坂駅前の浜坂商店街で、「第 10
回いきいき浜坂商店街納涼祭」開催されました。今年も
去年に続いて〝女みこし〟が登場し、威勢のよい掛け声
で祭りを盛り上げました。その他にも、浜坂少年少女音
楽隊パレード、町杜氏組合の酒造り唄の披露などのイベ
ントや、金魚すくいや海賊焼きなどの夜店も出店し、訪
れた大勢の人たちで夜遅くまでにぎわいました。

　入所者に季節感を味わい、家族や住民ボランティアと
の交流を図ってもらおうと、８月 10 日（金）、介護老
人保健施設「ささゆり」で夏祭りを開催しました。
　夏祭りは、運動会や新年会などの年間行事の一つとし
て毎年行っているものです。この日は職員の手づくりの
たこ焼きなどの屋台やカラオケコーナーなどが設けられ
ました。また、浜坂高等学校麒麟獅子舞サークルによる
麒麟獅子舞が披露され、入所者とその家族は楽しいひと
ときを過ごしました。

介護老人保健施設「ささゆり」夏祭り

　鳥取県若桜町との境近くに広がる、標高約千㍍の畑ヶ
平高原で、8月 16 日（木）畑ヶ平大根の出荷が始まり
ました。
　畑ヶ平大根は主に京都や神戸の市場に出荷されてお
り、柔らかくきめが細かくおいしいと高く評価されてい
ます。生産農家では、午前３時頃から畑で作業を始め、
７時ごろまでに収穫を終え、洗浄、箱詰めして出荷に備
えます。大根は例年どおりの非常に良い出来栄えだそう
で、出荷は 10月中旬まで続けられます。

畑ヶ平大根初出荷
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.9.13

ご
案
内

広報しんおんせん（9月号）

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」 

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
下
雅
意
敏
写
真
展　

 
―

季
節
の
視
点―

」
の
ご
案
内

▼
と
き　

９
月
15
日
（
土
）
～ 

　

10
月
17
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

下
雅
意
敏
さ
ん（
浜
坂
在
住
）

が
撮
影
し
た
四
季
折
々
の
写
真
35
点

を
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
円 

広
志
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
ご
案
内

　

円
広
志
氏
は
、「
と
ん
で　

と
ん
で
」

の
フ
レ
ー
ズ
で
有
名
な
「
夢
想
花
」
で
、

「
第
16
回
ヤ
マ
ハ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
」「
第
９
回
世
界
歌
謡
祭
」
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
。
ま
た
、
作
曲
家
と
し

て
も
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
で
は
、
ト
ー
ク
は
三
枚
目
、

音
楽
は
二
枚
目
と
い
う
独
特
の
世
界

で
、
楽
し
い
ト
ー
ク
と
感
動
す
る
音
楽

を
提
供
す
る
ス
ー
パ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
後
６
時
30
分
～　

　

※
開
場　

午
後
６
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育

委
員
会
、
㈱
エ
ム
ズ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

▼
出
演
者　

円
広
志
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
ド
ン
ガ

ン
隊
（
バ
ン
ド
）

▼
前
売
り
券　

３
０
０
０
円
（
全
席
自

由
席
）
※
当
日
券
は
５
０
０
円
増

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
９
月
24
日
（
月
）】

　

◇
時
間　

午
前
10
時
～
11
時

　

◇
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

【
９
月
28
日
（
金
）】

　

◇
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

　

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

兵庫県立但馬技術大学校祭のご案内

◇と　き　9月 30 日（日）午前 10 時～午後３時
　　　　　※雨天決行
◇ところ　兵庫県立但馬技術大学校（豊岡市九日市）
◇内　容　金魚すくい、綿菓子、クレープ、唐揚げ
　　　　　など模擬店のほか、豪華景品があたるビ
　　　　　ンゴ大会、ライブなど、各種楽しいイベ
　　　　　ントが盛りだくさん。
◇その他　世界一になったエコカー展示、はばタン
　　　　　もやってきます

―問い合わせ―
兵庫県立但馬技術大学校

℡（０７９６）24‐２２３３
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子
ど
も
た
ち
の
手
づ
く
り 

工
夫
作
品
展

　

町
内
小
・
中
学
生
の
夏
休
み
手
づ
く

り
工
夫
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
想
像
力
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い

作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

（
温
泉
会
場
）

▼
と
き　

９
月
14
日（
金
）～
19
日（
水
）

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

（
浜
坂
会
場
）

▼
と
き　

９
月
23
日（
日
）～
25
日（
火
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
主
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
校
長
会

▼
出
展
内
容　

手
作
り
作
品
・
遊
具
・

民
芸
品
・
研
究
作
品

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

広報しんおんせん（9月号）

H19（2007）.9.13

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉 

研
修
会
の
ご
案
内

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
障
害
を
正
し
く
理

解
し
、
当
事
者
や
家
族
が
地
域
で
自
分

ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
が

支
え
合
え
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
向

け
て
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
30
日
（
火
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

香
住
文
化
会
館

▼
内
容

　

・
講
演
「
こ
こ
ろ
の
病
気
を
持
っ
た

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
」
～

家
族
の
力
、
地
域
の
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
～　

　

・
体
験
発
表
（
当
事
者
、
家
族
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
締
切　

10
月
9
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
郡
の
ぎ
く
家
族
会
事
務
局

　
（
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
６
１

第１４回　但馬 “ 牛まつり ”
　
　

　世界に誇る但馬牛をテーマにした、楽しい、おい
しいイベント『但馬 “ 牛まつり ”』を開催します。
　牛に衣装をまとわせたファッションショーや、牛
車の花嫁行列など但馬牛にちなんだイベントが盛り
だくさん。メインイベントの「造型物コンテスト＆
パレード」では、但馬牛をイメージした造型物とと
もに、参加者が素敵なパフォーマンスで会場を盛り
上げます。
　また、この “ 牛まつり ” では、本場の美味しい但
馬ビーフが味わえるのも魅力です。会場内の販売テ
ントではさまざまな但馬ビーフ料理を提供します。
ステーキや牛肉丼、牛串焼きなど、思う存分味わっ
てください。さらに会場には、農産物や魚介類、手
づくり加工品など、自然に恵まれた但馬地域ならで
はの特産物がずらりと並びます。但馬牛と一緒に、
但馬の食文化も知ることができます。ぜひお越しく
ださい。

◇と　き　　9月２3日（日）
　　　　　　午前 10時～午後 4時　※小雨決行
◇ところ　　県立但馬牧場公園（新温泉町丹土）
◇その他　　当日は、熊谷方面、田中方面、春来方面、
　　　　　　浜坂方面、小代方面、村岡方面、香住
　　　　　　方面の送迎バスを運行します。

―問い合わせ―
但馬 “牛まつり ” 実行委員会
（温泉総合支所　振興課内）
℡（0796）92-1131
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I N F O R M A T I O N
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心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

9月19日（水） 午後1時30分～ 4時 保健福祉センター 
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

9月26日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

9月19日（水） 午後1時30分～ 4時 保健福祉センター 
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

9月20日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

お
知
ら
せ

「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
整
備
促
進 

決
起
大
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

新
温
泉
町
を
含
む
鳥
取
東
部
・
兵
庫

北
部
・
京
都
北
部
の
7
市
5
町
で
は
、

「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
の
早
期

完
成
を
目
指
す
た
め
の
決
起
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
内
容
は
地
元
児
童
等
に
よ

る
意
見
発
表
、
決
議
文
採
択
、
関
係
者

へ
の
要
望
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
「
谷
口
博
昭
」
国
土

交
通
省
技
監
に
よ
る
基
調
講
演
や
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館
文
化
ホ
ー

ル
（
豊
岡
市
立
野
町
）

▼
主
催　

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
整

備
促
進
決
起
大
会
実
行
委
員
会

▼
内
容　

◇
第
1
部
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

・
基
調
講
演　
「
将
来
の
地
域
づ
く

　

り
に
向
け
て
（
仮
）」

　

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
連　

携
・
交
流
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
地　

域
像
」

◇
第
2
部
「
決
起
大
会
」

　

・
意
見
発
表
、
決
議
文
採
択
、
関
係

　

者
へ
の
要
望
等

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

　

新
温
泉
町
役
場　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

又
は
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
建
設
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
１
１
５

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
政
府
系
金

融
機
関
と
し
て
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
時
の
学
校
納
付
金
等
の
ほ
か
、

在
学
中
に
必
要
な
授
業
料
、
交
通
費
な

ど
の
お
支
払
い
資
金
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
教
育
貸
付
）】

▼
利
用
で
き
る
方　

高
校
・
大
学
・
専

門
学
校
等
に
入
学
・
在
学
し
て
い
る

方
の
保
護
者
ま
た
は
本
人
で
、
年
間

収
入
が
９
９
０
万
円
（
事
業
所
得
者

に
つ
い
て
は
７
７
０
万
円
）
以
内
の
方

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

　

２
０
０
万
円
以
内

▼
返
済
期
間　

10
年
以
内

▼
据
置
期
間　

在
学
期
間
内
で
の
元
金

の
据
置
が
で
き
ま
す
（
返
済
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
）

▼
利
率
（
固
定
）　

年
２
・
５
％
（
平
成

19
年
８
月
10
日
現
在
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
豊
岡
支
店

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
２
７

　

ま
た
は
、

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６
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10
月
か
ら
雇
用
保
険
法
が 

変
わ
り
ま
す

▼
主
な
改
正
項
目

１
．
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変

わ
り
ま
す

　

※
現
在
の
６
ヶ
月
間
か
ら
、
原
則

12
ヶ
月
間
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要

と
な
り
ま
す

２
．
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50
％

に
上
が
り
ま
す

３
．
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が

変
わ
り
ま
す

　

※
被
保
険
者
期
間
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
た
給
付
率
が
20
％
に
一
本
化
さ

れ
ま
す

４
．
季
節
労
働
者
向
け
の
特
例
一
時
金

の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

　

※
現
在
の
50
日
分
か
ら
、
40
日
分
の

給
付
日
数
に
変
わ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６

社
会
保
険
出
張
年
金
相
談 

の
開
催
に
つ
い
て

　

あ
な
た
の
年
金
記
録
を
確
認
い
た
し

ま
す
。

▼
と
き　

９
月
20
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

温
泉
町
商
工
会

▼
持
ち
物　

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

　

※
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
委

任
状
・
身
分
の
わ
か
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
１
９
６

就
業
構
造
基
本
調
査
の
実
施

　

総
務
省
統
計
局
（
新
温
泉
町
）
で
は
、

10 

月
１
日
（
月
）
に
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
ふ
だ
ん
の
就

業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
を
始
め
経

済
政
策
な
ど
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

９
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

カ
ネ
ミ
油
症
に
係
る
検
診 

の
実
施
に
つ
い
て

　

近
畿
府
県
市
在
住
の
カ
ネ
ミ
油
症
患

者
の
方
（
未
認
定
を
含
む
）
を
対
象
に

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
検
診
実

施
案
内
の
届
い
て
い
な
い
方
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

11
月
９
日（
金
）、12
日（
月
）、

19
日
（
月
）

▼
と
こ
ろ　

大
阪
府
立
急
性
期
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
）

しっかり仕事、しっかり休暇

　平成 18 年４月１日から「労働時間等設定改善法」
が施行されたことを受け、近畿６府県の労使代表及び
学識経験者が参集した「近畿ブロック仕事と生活の調
和推進会議」では、労使関係者が仕事と生活の調和を
推進するにあたって参考となる「近畿ブロック仕事と
生活の調和推進会議申し合わせ事項」を策定しました。
　この推進会議申し合わせ事項を参考に、労使で話し
合って、年次有給休暇等の計画的な取得やノー残業
デー（定時退社日）の実施など、仕事と生活の調和
のとれた働き方を目指した改善に取り組んでみません
か。

―問い合わせ―
兵庫県労働局監督課

℡（０７８）３６７‐９１５１

▼
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
健
康
生
活
部　

　
　
　
　
　
　

健
康
局
生
活
衛
生
課　

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
２
５
７
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職　種 採用
人員

職 務 
内 容 賃  金  等 配属先 応  募  資  格　等 採用予定 勤務時間等

医療事務 １名 医療専門事務
日額
6,600 円 公立浜坂病院

18歳以上 60歳未満
医療事務職技能認定
合格証が必要

10月１日～

午前 8時 30分～
午後 5時 15分
早出・日直あり

事務員 １名 事務の
補助業務

日額
6,400 円

介護老人保健
施設ささゆり

18歳以上 60歳未満
パソコン（エクセル・
ワード）のできる人

午前 8時 30分～
午後 5時 15分

平成 19 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇受 付 期 間　平成 19年 9月 13日（木）から平成 19年 9月 21日（金）午後 1時まで
◇面 接 日 時　平成 19年 9月 21日（金）午後 5時 30分
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２‐３１１１

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に

新
刊
が
入
り
ま
し
た
！

　

本
町
は
ゆ
と
り
や
個
性
、
こ
こ
ろ
の

豊
か
さ
を
重
視
し
た
教
育
、
学
習
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
セ
ン
タ
ー
図

書
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
図
書
機
能

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
小
説
、

絵
本
な
ど
合
わ
せ
て
50
冊
の
新
刊
を
入

荷
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

９
月
24
日
～
30
日
は 

結
核
予
防
週
間
で
す

　

結
核
は
今
で
も
日
本
最
大
の
感
染
症

で
す
。
全
国
で
年
間
約
２
万
８
千
人
が

発
病
し
、
約
２
３
０
０
人
が
結
核
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
年
間

約
１
５
０
０
人
が
発
病
し
、
但
馬
で
も

年
間
約
40
人
が
発
病
し
て
い
ま
す
。
健

康
診
断
の
長
期
未
受
診
、
風
邪
の
よ
う

な
症
状
が
あ
っ
て
受
診
し
て
い
な
い
人

は
重
症
化
し
や
す
く
、
家
族
や
同
僚
な

ど
の
周
囲
の
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

結
核
は
昔
に
比
べ
随
分
減
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
日
本
で
は
最

大
の
感
染
症
で
す
。
最
近
で
は
学
校
、

事
業
所
、
医
療
機
関
な
ど
で
集
団
感
染

事
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
油
断
す
る

と
怖
い
病
気
で
す
。
新
た
に
発
生
し
た

結
核
患
者
の
約
60
％
が
、
60
歳
以
上
の

中
高
年
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
高
齢
者
の
方
々
の
多
く
が
、
若
い

と
き
に
感
染
し
た
結
核
菌
が
、
抵
抗
力

が
低
下
し
た
と
き
に
目
覚
め
て
発
病
し

た
り
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
、
風
邪

の
よ
う
な
症
状
（
せ
き
、
た
ん
、
微
熱
、

疲
れ
、
だ
る
さ
な
ど
）
が
２
週
間
以
上

続
く
と
き
は
、
早
め
に
医
療
機
関
へ
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
期
の
結
核
発
病
を
予

防
す
る
た
め
に
、
生
後
６
ヶ
月
以
内

に
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０
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【
広
告
】

‐
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
‐ 

買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス 

を
始
め
ま
し
た

　

私
ど
も
但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保

障
㈲
は
、
新
温
泉
町
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
買
い
物
を
皆
さ
ま
の

代
わ
り
に
行
い
、
ご
自
宅
ま
で
お
届

け
す
る
買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。
新
温
泉
町
の
お
店

で
購
入
で
き
る
商
品
で
し
た
ら
、
ご

希
望
の
物
を
何
で
も
お
届
け
し
ま

す
。（
代
行
料
１
回
８
０
０
円
～
）

　

そ
の
他
草
刈
り
、
墓
掃
除
、
家

庭
内
の
簡
単
な
雑
用
な
ど
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
、
ご
説
明

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保
障
㈲

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　

但
馬
セ
ン
タ
ー　

担
当　

熊
本

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
８
９
６

新温泉町体育協会臨時職員募集

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真
　　　　　　貼付のうえ、新温泉町体育協会事務局へ
　　　　　　提出してください。
◇受付期間　９月 18日（火）～ 25日（火）
◇面接日時　９月 28日（金）
◇面接場所　浜坂体育センター

―問い合わせ―
新温泉町体育協会

℡（０７９６）82‐５２４４

募　

集

職　　種 　事務職員

採用人員 　１人

休　　日 　日・月曜日（原則土曜日勤務）

賃　　金 　日額 6,400 円

応募資格 　・満 18歳以上 60歳未満
　・パソコンのできる人

パ
ソ
コ
ン
教
室（
浜
坂
会
場
） 

受
講
生
募
集

　

誰
で
も
気
軽
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
が
受

け
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
た
め
、
７
月

の
温
泉
会
場
に
引
き
続
き
浜
坂
会
場
で

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
２
日（
火
）～
５
日（
金
）

【
昼
の
部
】
午
後
２
時
～
５
時

【
夜
の
部
】
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容

【
昼
の
部
】「
筆
ま
め
を
使
っ
て
ハ
ガ
キ
・

名
刺
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
地
図
の
作
成
」

【
夜
の
部
】「
は
じ
め
て
の
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

　

２
０
０
３ 

＆ 

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
３
」

▼
対
象　

20
歳
以
上
で
文
字
入
力
の
で

き
る
方

▼
募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部　

　
　
　
　
　
　

各
15
名

▼
受
講
料　

１
人
２
０
０
０
円

※
購
入
希
望
者
の
み
別
途
テ
キ
ス
ト
代

が
必
要
（
昼
の
部
１
０
０
０
円
、
夜

の
部
１
４
０
０
円
）

▼
募
集
期
限　

９
月
26
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

第
39
回
温
泉
駅
伝
競
走
大
会 

参
加
チ
ー
ム
の
募
集

　
▼
と
き　

10
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
コ
ー
ス　

岸
田
郵
便
局
前
～
巌
山
寺

～
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

新
温
泉
町

▼
部
門　

一
般
地
域
の
部
、
一
般
職
域

の
部
、
女
子
の
部
、
高
校
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
小
学
生
の
部

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
者

▼
参
加
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

９
月
26
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
分
室

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）




